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研究の要約
国立教育政策研究所教育課程 センターが平成 13年度 に行 った小 中学校教育課
程実施状況調査報告沓には.分散 ÷分数の立式す ることを求め られた児蓋の通過
率 は,30.5%であった｡主な誤 答は,わ る数 とわ られる数 を逆 に していた
り,除法 を乗 法 と していた りすることが多かった｡
この原因は,急 いで安易 に言草の式 に置 き換 えて指導 していた り,国 に匿 き換
えて視覚的 に散見のr蛸係 をつかむ力 を有税 しようとす る意識が希薄であった りす
るのではないか と考 える｡
そこで,分数のわ り井の意味理解の指導 を充実 させ るために, ｢算数の読解
力｣ を高め る学習 を提案 したいO
1 単元名 6年 ｢分数のわり井｣
2 授業改善の視点 と方法
(1)今 までの指導の問題点
本単元では,分数の乗法及び除法の意味につ
いて理解 し.それらを適切に用いることができ
るようにすることを主なね らいとしている｡
国立教育政策研究所教育課程センターが平成
i3年度に行った,小中学校教育課程実施状.(冗
調査報告番には以下のような結果が掲載 されて
いる｡
2 次の国のような鉄のパイプがあ り
ますo長 さは2/3mで,盈 さは,
5/6kgですo
この鉄の/り プ 1mの重 さは何 kg
ですかO
答えを求める式を口の中に啓きま
この調査で,鉄のパイプの長さと虚 さに分数
を含む致丘の閃r糸を問題からとらえ,立式する
ことを求められた児塵の通過率は,3().5%
であった｡主な誤答は,わる数とわられる数を
逆にしていたり,除法を乗法 としていた りする
ことが多かった｡つ まり,問題場面から数il:の
関係が読み取れていないとい うことであるJ
この原因は,急いで安易に言草の式に挺き換
えて指溝 していたり,匡‖二置 き換えて視覚的に
敗走の閥族をつかむ力を育成 しようとする意識
が希薄であった りするのではないかと考える｡
そこで,分散のわ り算の意味理解の指噂 を充
実 させるために,｢算数の読解力｣ を高める学
習を提案 したい.分数÷分数の立式の根拠ILを考
える時間を十分単元計画に位置づけ,B]を使っ
て立式の根拠を説明する授業を充実 させれば.
問題場面から敗訴の関係を読み取 り,正 しく立
式できるようになるのではないかと考える｡
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(2)本単元で大切なこと
本単元のように, l数と計算｣領域では,一
粒的には計算を身に付けておくこと (習熟)が
大 -riだと言われている｡確かにそ うだと思 うが,
忘れてはならないのは,計符の:･t[味理解や計貨
の仕方も大事であるとい うことであるO計‡tの
蒼味理解,計井の仕方,計号)二の'(3熱の3つを
l故と計井 J領域では大切にしたい｡
問題場面から数蛙の関係を回に表 し,
筋道立てて説明すること
前項で示 したように分散のわり算の音味理解
の指溝が不十分である現状を考えると,私は写:I
敗の読解力を高める指,jqの必要性 を感 じる｡算
数の読解力とは,｢問題場面から散見の関係を
図二表 し.筋道立てて説明すること｣と考えて
いる｡文草間謁から立式する際,視覚に訴えて
数値 と数値の関係を表 し,B]を説明することで
立式の根拠を説明するような指導を取 り入れた
いっ
そ二で,特に計算の意味理解を重視 した場面
を取 り上げ,指導方法を工夫 していきたい｡分
数÷分数の立式の際に ｢問題場面から放置の問
操を団に表 し.筋道立てて説明する｣学習を取
り入れるO
(3)新 しい指導
i)昔時指涼の時間を,irF人で 1時間設定する
これまでの分数÷分散の意味理解は,計算の
仕方と合わせて 1時間で指甥 していた｡本実践
では立式の音味指ミ削こ屯点 を旺 くため,意味理
解の場面 を溝人で 1時間設定 した
しぎ)rJのある条件不足の問題から嫁 入する
口のある条件不足の問題から導入し.整数の
場合から取 り上げる｡そうすることで既習の分
数 ÷整数の意味理解の場面 を想起 し.子 どもは
自然な流れで未習の分散十分数の場面でも,分
散÷暦数で摺った関係図に表 して立式の藩味 を
考えようとする｡
ロが2の時 ÷2
÷2
2d且を ld且にするには÷2を
すればいいから式は l/5÷2
口が 3の時 ÷3
÷3
3dEを ld且にするには÷3を
すればいいから式は 1/5÷3口が l/3の時も,関操図
.'3)算数的活動の工夫
<間1.ga場面から艶iliTTの関係を関係図に表 し,
説明する活動 を耽 り入れる>
｢問題場面から致-JTrの関係を関係B]に表す｣
活動を取 り入れることで,問喝の数値 と数値の
関係が視覚に訴えて並理できるようになるOま
た ｢表 した関係図を説明する｣ことで筋道立て
て考えることができるようになる｡
I/5m-'のかべを□ dEでぬれるペンキ
があ :〕ます｡ IdAでは何m∠ぬれますか｡
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関係図について .
上の段には,ぬれる是か ら求める?'止へ
矢印が向 く○
下の段には,ぬれる面柵か ら求める面
精へ失ErJが向 くO
矢印が同 じ方向で同 じ関係を表 してる
ので,上の2を 1にするなら÷20
十1/3
+i/3
i/3d且が 1■d1日二なるために
÷1/3をするので 1/5÷1/3
Ti)問趨場面の歎品の関係7;.関係FRlで
表す○
･数値 と数値の関係が視覚 :二;:A)Fえ
て整理できるo
②表 したl削系LTIJを説明するつ
･回を説明することで立式の根拠 を
説明すること-.ご~F_式の根拠 を説明
する〇
｢1/3d且が 1d且になるためには,｣
｢わ り算のきまりを侍って . .｣
1/3をすればいいん じゃない
かな . .｣
｢とい うことは 1/5も1/3でわる
3 単元の評価規遭
くつJ*款を分数でわる計_喜子の意味や仕方 を進ん
で考えようとする｡ (関心 ･唐欲 ･態度)
C)分数を分数でわる計殊の食味 や仕方 を筋道
立てて考えることができるo
(数学的な考え方)
〇分艶を分数でわる計算ができるO
(表現 .処理)
⊂)分数を分数でわる計算の意味 を理解 してい
る. (如拙 ･理解)
4 埠元計画
?,L:k
l時 単元のめあてを持 ち.関係L宮は 使
って分数 :r日立分数の立式の意味
を考える｡ (本時)
2時 歯研rAやわ り算の きまりを使 って分
数÷嘩位分数の計許の仕方を考える｡
3時 わ り従の きまりを作 って分数 :分散
の計符の意味 と仕方を考えるL,
Ll時 分款のわ り算 を悟 って割合や速 さの
間硯 を考える｡
5 指導の実際 (第 1次 第 1時)
〇本時の目標
整数の場合から発展的に考え,関越の数値
が分敗の場合 も関係図に表 し,分数÷分数の
立式の根拠 を説明することができる,
0本時の展開
条件不足の問硬か ら,本時のめあてをもつO
1/ 5m の`かべを[コd色でぬれるペ ンキ
があ りますo ld且では何rn-ぬれ ますか｡
㊤上記の問題 を1,号一示 し,Ljの中にどんな放値
が入るか問いかけ,2や 3の場合を取 り l二げて,
分奴÷整数の場合について関係図に夫 し.間組
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場面の敬立の開陳について話 し合 う｡ロの中が
分数に入った場合どうなるか投げかけ.本時の
めあてが もてるようにする｡
T みなさん,ペ ンキやニスなど塗った経験は
あ りませんか｡
C あ ります｡
C 工作で塗 りました｡
C 家で塗ったことがあります｡
T 先生はこの間,自分の家のデッキに腐るの
を防 ぐペンキを塗 りました｡そんな場面 を
想像 してください ｡ (と言って,問超文を
柘､!Fする)
C 先生この問題だとできません｡
C 口に数が入らないとできません｡
T そうか. じゃあ,L]にはどんな数が入りそ
うかな｡簡単な数から入れてみてくれる｡
C 2だと肺単です｡
C とっても簡単｡
T そ う?2は緬単 ?なるほど｡ じゃあ.す ぐ
に立式できるかな｡理由も言えるかな｡ ノ
ー トに番いてこらん｡
(しばらくして)
C 1/5÷2です｡
T わ り算になるのかな｡
C 1/5十2でいいです｡理由は関旅団を使
うと説明できます｡
T 閉路図で説明できるの ｡
C かけ算の時にも使って説明 したので今回も
作いました｡
T じゃあ.どんな図になったのかな｡
口が2の時 ÷2
÷2
(hi'初はロt=け譜き.子 どもの言 う順番
通 りに図を完成 させていく)
C 開陳図の仕組みから考 えると1/5÷2に
なりますc
T くわ しく説明できる人｡
C 2d丑を ld色にするには÷2をすればいいか
ら.同じように 1//5も2で割る｡だから
式は 1/5÷2になります｡
T なるほど.みなさん納得ですか｡
(納得 している表情)
T では,3の時 も同様な関係図に宙いて説明
できますか｡では,まず,関係図をLL.いて
みましょうO
(しばらくして)
T じゃあ,とんな図になったのかなO
口が 3の時 ÷3
÷3
(2の場合と同様 に進める)
T では,説明 して ください｡
C 2の場合と同 じで 3の場合も3d且を id色に
するには÷3をすればいいから,同 じよう
に l/5も3で割る｡だから式は 1/5÷
3になります｡
(柏手)
T なるほと､｡みんな納得のようですね｡では,
口には小数が入った場合は ･ o
C 同じように考えて式はわり徒になります｡
T じゃあ ･･･口に分数が入ったらどうで し
ょつ｡
C 同 じように考えればいいです｡
T できそ う｡
C 関旅団を使って説明できます｡
T 関係図で説明できそうo
(うなず く)
T じゃあ,今 日のめあては Il'il繰回を使って
-64-
｢どのような式になるのか説明 しよう｡｣で
いいですか｡
C いいです ｡
閥族図を用いてどのような式になるのかを考
える｡
◎ 口に l/3や2/3などの分数が入っ/二場
合とうなるか投げかけ.本時のめあてを決めた
紘,問題場面を関係図に来す活動を取 り入れるo
これにより,分数÷分数を立式 しやす くする｡
T では,F対係図を使ってどんな式になるのか
考えましょう.
(机間相好中)
C (関係Ex]が途中で止 まっている児童)
T (関係B]が未完成の子 どもには,問題の数
値 と図をいっしょに空理 したり,途中ま
でいっしょに奮いたりする)
C (式が 1/5×3になっている児童)
T (立式 を間違えている児塵には,1/3を
1にするにはどんな決まりを使ったノ)い
いか助言する)
T さあ,関係図を使 ってうまく説明できます
か｡
式がどうなったか話 し合う｡
⑤ 全体での話 し合いの前に少人敗で話 し合う
場を設定することにより,どの子にも自分の考
えを説明する場血を保障するJまた,全体の話
し合いの中でア ｢ 1/3daが ld且になるため号二
÷1/3をするので 1/5÷1/3｣とイ ｢1
/3d且が 1d且になるために×3をするので 1/
5×3｣の考えを取 り上げ,それぞれの]Jf-えを
吟味することで,7の考えでは間組文の数値を
摺っている点に,771日させ.1/5÷l/3でJ:
いことを押 さえるようにする｡
(少人数で話 し合 う場而は省略)
｣ _
T では,どのような式なったか発表 しましょ
う o
C I'B探図を使って考えると ･
l/3d色がId且にな
るために上の矢印 が÷
1/ 3になります ｡
下の矢印 も÷ I/3に
なるので,式は 1/ 5÷
1/3にな ります ｡
T どうですか｡
C いいと思いますo
T 大事な考えが00さんの発表にはあったん
T=けど,
C 1/3を 1にするところです｡
T どのように考えて 1に したのかな｡
c OO さんは ｢同 じ敗を同 じ款で割ると 1に
なる｣ とい う考えを使ったのだと思います､
T なるほど｡わり算の性質だね｡では,こう
考えた人もいたんだけれど ･ ｡ (1/
5×3と板沓 しながら) I/3を 1にする
ために3をかけました｡ 1/5×3ではt.:
めかな｡
C それは,問題文の中にある 1/3を使 って
いないから答えを求める式 とは言えないと
思います,
T 確かに,問題文の中の 1/3を使 っていな
いね｡
C X3でも答えは求められるんだけど.この
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間越文には合っていない｡
C 答えを出すときに 1/5×3は使えると思
い ます｡
C 正 しいのはこの間題の場合,i/5÷1/
3です｡
T なるほど｡みなさん納得ですか｡
(みんなうなず く)
別の分散でも,式がわ り算になるか確かめ ま
とめ とす る｡
㊤ 口が 2/3の場合でも立式できるか投げか
汁.同様 に閲係図 を使って1式の説明を確かに
するっ
T では,口が2/3のような分数でも式がた
てられ ますか｡やってみ ましょう｡
(自力解決)
T では,式はとのようにな りましたか.
C 1/5÷2/3です｡
(関係図を番いて)
C 2/3を 1にするには2/3で割ればいい
からです｡ (以下略)
6.授茶実践研究の考察 と課題
PISAの標唱する三･;[解力 とは,｢自らの目
標を達成 し,自らのELT).誠 と可能性 を発摺 させ,
効果的に社会に参加するために.おかれたテキ
ス トを理附 し.利用 し,鞍考する能力｣である｡
本突指では,特に分数のわ ;I)汀の唐味理解の場
面であることから以下の(力(2:)L3)の視点で考察す
る｡
Lr任味指導の時間を点.人で 1時間設定するこ
と｣について
立式の意味 をじっ くりと考える時間を取るこ
とは同系単元 と関連 させて設定する必要がある
のでカリキュラムづ くりが課題である｡例えば,
今回 5年生の ｢割合｣で開陳図を使 っていたの
で,開陳図 を使 うことに児童は順Jしていた｡分
数のかけ拝でも,関繰回を使って立式を考えた｡
開陳図の よさを十分味わった児童 といきな り分
数のわ り算で出会った児垂 とでは理解の差が出
て くると思われる｡単元 ･学年を越 えた指導 を
考えな くてはならない｡
令 ｢口のある条件不足の問題から導入するこ
と｣について
濫放-･小数-分数 とい う軟の拡張の考えを児
童が持つ ことに有効であったと考 える｡本実践
のね らいにはなかったが,数の拡張は大切な考
え方である｡6年生で四則計算が完結すること
をふ まえて.いろいろな散 をあてはめて考 えら
れる児鹿 を育てることは中学校以降の学習にも
影可 を与 えるもの と考える｡
n)｢算数的活動の1二夫｣について
第5学年 ｢割合｣の学習で しっか りと活用 し
ていたため,児童にとってよく慣れ,視覚的に
も意味が分か りやすい手だてとなったと考えるO
もちろん,形式的な説明の指,罪,I.=陥 らないよう,
数値や矢印がどんな昔時 を表すのか大切に した
いo また.言盛の式 も合わせて指嬉するとより
意味理解に効果的であると考える｡
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